【研究資料】日本の伝統芸能を活用して健康寿命の延伸を推進する可能性を探る : 実演家へのインタビュー調査を通じて by 森田 ゆい et al.
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立のため、高齢の実演家 4 名（90 歳代 1 名、80 歳代 3 名。重要無形文化財総合





















インタビュー調査の対象者である伝統芸能の実演家 4 名は、90 歳代 1 名、80
歳代 3 名であり、4 名とも重要無形文化財総合認定保持者で、うち 3 名が各個認
定保持者（いわゆる人間国宝）である（表１）。全員が日常生活に支障のない健
康状態を維持している。また、健康寿命の延伸と密接に関連する歯の残存につい











氏名 野村四郎 山本東次郎 西川扇藏 宮城幸子
職業 能楽シテ方 能楽狂言方 日本舞踊家 琉球舞踊家
生まれ（年齢） 1936年生（82） 1937年生（81） 1928年生（90） 1933年生（85）
初舞台 3歳 5歳 5歳 18歳入門






























































































































































































































































































































キノコ類 好き 好き 好き 好き



























































































野村四郎 山本東次郎 西川扇藏 宮城幸子
　便通 　 毎日ある 　 毎日ある 　 毎日ある 1週間に2回程度ないことがある






























































































































  仙⾻を床⾯に垂直に⽴たせることが⼤きなポイントであると考えられる。 
２）⾜の裏を刺激する動き 
  歩⾏動作は、⽚⽅の⾜の裏すなわち⾜底全体を床⾯に付け、反対側の⾜を前
に進める遊脚期がポイントとなる。この際に、前進している側の⾜ではなく、
⽀持側の⾜とその脚で⾏われる重⼼維持が⾮常に⼤切であり、⽀持脚の⾜底を
意識することが健康への効果をもたらすのではないか。 
３）腹式呼吸、および ４）腹式呼吸と動作との連動 
腹式呼吸というものは、腹部位に呼吸が⼊るイメージを持つが、実際には空
気は肺にしか⼊らない。つまり、腹式呼吸とは、腹部位の筋⾁と呼吸の連動を
意味するものである。そして呼吸は、腹部位のみでなく、例えば四肢などの他
の⾝体部位の筋⾁と連動させて⾏うことも可能であり、芸術的な表現には有効
となっている。実演家へのインタビュー調査から得られた情報は、恐らくは、
筋⾁と呼吸を連動させるということを意味しているのではないか。 
 
以上に加え、「実演家は、舞台における⾝体と⽇常の⾝体を別に持っており、
舞台における⾝体の維持のために⽇常の⾝体を調整していることが考えられる。
そのため、⼀般⼈の健康寿命の延伸に役⽴てる際には、実演家から得られた情報
をそのまま⽤いることは難しい」と指摘された。 
また、本研究で得られた情報を効果的に⽤いるためには、「対象者に合わせた
細かい条件設定が必要であり、さらに⾝体感覚に幅のある⼀般⼈にどのように
伝えるのか、そこにも相当に⼯夫する必要がある」という助⾔を受けた。 
 
７．まとめ 
 今回のインタビュー調査によって、4 名の伝統芸能の実演家がそれぞれに、意
図的および意図せずに健康増進を⽬指して、⽇常⽣活を⼯夫しながら過ごして
いることが明らかになった。ただし、森⽒が指摘したように、いずれの⼯夫も、
舞台⼈としての⾝体を維持することを⽬標としたものである。このため、所作・
技法については、⼀般の⼈々の健康増進にそのまま活⽤することが難しい場合
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もある。このような実演家の工夫を一般人に適応させる、その方法論の確立が、
本研究においてこれから追究すべき重要な課題かと思われた。一方、日常の家事
への関与や心の持ち方に関する情報は、一般の人々にとっても非常に参考にな
るものと考えられた。本論文を通じてこれを公表することにより、幸せをカタチ
にすることに貢献できると確信するものである。 
今後は、実演家が具体的に言及した姿勢、足の裏への刺激、腹式呼吸、呼吸と
動作との連動、階段の上り下りを取り入れた一連の体操の開発を行う予定であ
る。その場合、体操を行う人びとの年齢層および健康状態などの諸条件を十分に
考慮し、それぞれの対象者に向けたさまざまな体操を開発することを心がけた
い。さらに、肉体のみならず精神面の健康増進にも効果をもたらすようなものを
目指したいと考えている。 
 
付記 
 本論文は、2018 年度しあわせ研究所の助成を受けて実施した研究「幸せをカ
タチにするための基礎となる心身の健康の維持・増進に関する研究－伝統芸
能の活用および健康教育の普及－」で得られた成果に基づくものである。 
インタビュー調査にご協力下さった西川扇藏・山本東次郎・宮城幸子・野村四
郎・森龍朗の各氏、および、しあわせ研究所に感謝申し上げます。 
なお、本研究を行った森田ゆい、大室弘美、三浦裕子に、申告すべき利益相反
がないことを報告します。 
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